
 

 

報告 

 

北海道における 2014 年 8 月、9 月の豪雨の概要について 

 

松岡 直基＊    

 

１．はじめに 

 

 近年、広島市や伊豆大島、紀伊半島などで大雨によ

る大規模な土砂災害が発生しています。北海道は本州

に比べて雨量が少なく、土砂災害の発生も多くはあり

ませんでしたが、2014 年は２件の特徴的な災害が発生

しました。１件は雨の少ない宗谷管内で発生した多発

的ながけ崩れであり、もう一件は大雨特別警報発表下

での支笏湖を中心とした土石流災害です。北海道の大

雨パターンを整理するとともに、2014 年のこれらの大

雨の概要を報告します。 

 

２．北海道の大雨パターン 

 

北海道に災害をもたらすような大雨パターンは、昭

和 56年の通称“56豪雨”や“平成 15年日高豪雨”の

うように、台風が影響しています。しかし近年は、線

状降水帯と呼ばれる新たな大雨パターンも増加してお

り、防災面からも注目されています。 

２．１ 従来の前線と台風による大雨パターン 

北海道に大雨が降る特徴的な天気図パターンを図－

１に示します。北海道に低気圧や前線が位置し、南方

の本州付近に台風や熱帯低気圧、そして東海上に優勢

な高気圧がある配置です。 

  

図－１ 代表的な大雨天気図パターン 

雨を降らせる低気圧や前線、そこに大量の水蒸気を

送り込んで活発な雨雲を作るための南の台風、低気圧

や前線の行く手を遮って同じ場所に雨を降らせる東の

高気圧と、それぞれ役割があります。この天気図の形

を覚えておくと、大雨を事前にある程度予測すること

が可能です。 

２．２ 線状降水帯による大雨パターン 

先の例は石狩川流域全体で大雨になるような、広範

囲に雨を降らせます。一方、線状降水帯は線のように

狭い範囲に強い雨を降らせる現象です。2010 年 8月 23

日〜24 日にかけて発生した大雨が代表例です。上川管

内の天人峡や勇駒別温泉では道路が決壊し、孤立した

観光客が自衛隊のヘリコプターで救助される事態とな

りました。その時のレーダーとアメダスによる解析雨

量を図－２に示します。雨域の東西方向は北海道を横

断していますが、強い雨の幅は 20km 程しかありません。

先の例と違って天気図に特徴がなく、線状の位置を事

前に予測するのも難しく、予報官や防災担当者にとっ

て脅威となる降雨パターンです。 

    
図－２ 線状降水帯の例 

解析雨量 2010 年 8 月 24 日 02 時 

 

３．2014 年 8月 24 日礼文島の大雨 

 

大雨を降らせるためには雨の原料となる水蒸気が必

要です。気温が高いほど大気中には多くの水蒸気を含

むことができるので、日本では気温の高い南方の地域



 

 

で雨量が多く、北海道はそれに比べて雨量が少なくな

ります。中でも宗谷管内は利尻島を除いて雨が少なく、

大雨災害も多くはありませんでした。しかし、2014 年

8 月 23 日から 24 日にかけて、観測記録を更新する大

雨となりました。礼文島の香深で総雨量 207mm、稚内

市でも 191.5mm に達し、礼文島内と稚内市内でがけ崩

れが多発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ アメダス雨量分布図 2014 年 8 月 23 日〜24 日 

 

雨が強かった時間帯の気象衛星画像（図－４）とレ

ーダー図（図－５）を示します。雲は西側が細く東へ

行くにしたがって広がる三角形の形状になっています。

衛星写真の分野では、その形状から“にんじん雲”と

呼ばれ、集中豪雨の際に出現することで知られていま

す。これも“線状降水帯”の一種です。地上天気図（図

－６）ではあまり特徴はありませんが、上空 1,500m

付近の気温と風の動き（図－７）を見ると、寒気と暖

気がぶつかって収束し、強い上昇流ができて雨雲を発

達させたことが見て取れます。さらに上空 5,500m 付近

には季節外れの強い寒気があって、上昇した気塊は一

層不安定となって活発な雨雲を形成しました。しかし、

地上天気図だけでは、200mm を超える雨が降るとは想

像できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 衛星画像 2014 年 8 月 24 日 09 時 

北海道の北に三角形の“にんじん雲”が出現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ レーダー図 2014 年 8 月 24 日 09 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 地上天気図 2014 年 8 月 24 日 09 時 

気象庁 HP から転載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 850hPa 高層天気図 2014 年 8 月 24 日 09 時 

矢羽：風向風速 破線：気温分布 陰影：湿り 

気象庁資料に加筆 



 

 

４．2014 年 9月 11 日道央圏の大雨 

 

４．１ 北海道初の大雨特別警報 

大雨特別警報は、従来の大雨警報の発表基準をはる

かに超える豪雨が予想され、重大な災害が発生する危

険性が著しく高まっている場合に、気象庁が発表しま

す。数十年に一度しか起きないような非常に危険な状

況になる事を知らせ、“命を守る行動を取って”などの

最大限の警戒を呼び掛けます。2011 年 8月の台風第 12

号による紀伊半島の大規模な深層崩壊や、東日本大震

災を契機として設けられたものです。国民の命を守る

ことを目的に 2013 年 8月 30 日から運用を開始しまし

た。 

その特別警報が 2014 年 9月 11 日に石狩・空知地方

と胆振地方に発表されました。胆振地方を中心に 9月

8日から断続的に雨が降り、11日未明から支笏湖周辺

で一気に雨が強まり、総雨量は 400mm 近い豪雨となり

ました（図－８）。解析雨量の 12時間積算分布図（図

－９）を見ると、強雨域の幅は 20km 程の線状になって

おり、強雨域がほとんど停滞して線状の範囲に強烈な

雨を降らせたことがわかります。 

支笏湖畔アメダスでは、1時間 70mm、3時間 133mm、

24 時間 280mm、48 時間降水量 359.5mm と全てで過去 39

年間の記録を更新しました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 雨量分布図 2014 年 9 月 8日 01 時〜12 日 24 時 

 

４．２ 線状降水帯の形成 

線状降水帯はどの様にして発生するのでしょうか。

温かい湿った空気と冷たい空気がぶつかると、行き場

を失った温かい湿った空気塊は上昇し、上空は気温が

低いので凝結して雨雲を作ります。これを効率的に同

じ場所で継続すると集中豪雨になります。 

  
図－９ 雨量分布図 2014 年 9 月 10 日 19 時〜11 日 06 時 

12 時間積算雨量  気象庁資料から転載 

 

図－１０に雨雲が形成されるイメージ図を示します

が、雨域の後方で雨雲を次々に作るので「バックビル

ディング形成」と呼ばれています。 

雨を降らせる積乱雲をレーダーで見ると細胞のよう

に見えるので降水セルと呼んでいます。個々の降水セ

ルの寿命は 30分から 60 分程で、直径も 5km～10km 程

度です。ところが集中豪雨の場合には一つの積乱雲で

終わらずに、次々に新しい降水セルが発生し、その降

水セルが風下へ流され、複数個の積乱雲がかたまって

積乱雲群を構成します。この積乱雲群がさらに風下へ

流されることで線状降水帯が形成されます。長い線状

を維持するためには、降水セル形成が始まる先端での

気流の水平収束だけでは不足で、線状の横からの水平

収束も必要となります。バックアンドサイドビルディ

ング形成と呼ばれる現象で、2010 年の上川災害ではこ

の効果が効いていました 1）。 

 

 

図－１０ バックビルディング形成と線状降水帯イメージ 

気象研究所 HP から転載 

 

次々に降水セルが形成され風に流される様子を、Ｘ

バンドＭＰレーダーで観測した例を図－１１に示しま

す。胆振地方中部で形成された降水セルが、時間とと

もに札幌方面へ流されていく様子が見て取れます。Ｘ



 

 

バンドＭＰレーダーは従来のＣバンドレーダーより波

長が短く、このような詳細な雨雲の様子を見ることが

できます。更に雨粒の大きさを観測することができる

ので、雨量の値自体の観測精度も向上しています。線

状降水帯の立体的な構造を図－１２に示します。発達

した降水セルが南側に発生し、札幌方面へ流されなが

ら衰弱していく様子が観測されています。 

線状降水帯が形成されるには上空に季節外れの寒気、

下層に大量の湿った暖気が収束する大気環境場が必須

となります。逆にこのような環境が整えば、北海道の

どこでもこのクラスの豪雨が降る可能性があると言え

ます。 

 

５．大雨パターンの変化と豪雨の関係 

 

これまで見てきたように北海道の大雨パターンは変

化しているようです。図－１３に示す線状降水帯の出

現数 2)も、上川災害が発生した 2010 年以降は新たなス

テージに遷移したように見えます。図－１４の北海道

内の１時間雨量 20mm 以上の出現回数を見ると、やはり

2010 年以降は急増しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１３ 北海道における線状降水帯の発生回数と 

各年の月別積算回数 1990 年～2011 年 

 

図－１４ 北海道アメダスでの 1時間 20mm 以上の 

短時間強雨の 100 地点当たりの年別発生回数 

1978 年～2014 年 短時間強雨が階段状に変位している 

 

地球温暖化によって将来の短時間強雨が増加するこ

とが報告 3)されています。実際の降雨と気温の関係を

調べた研究 4)でも、気温が 1℃上がると北海道の日本

海側では 1 時間雨量強度が 6.6％増加する結果となっ

ています。これは気温と飽和水蒸気量の増加率と同程

度であり、強い降水の増加は気温上昇に伴う水蒸気量

の増加とみなすこともできます。 

では、線状降水帯も気候変動によって増加するので

しょうか。現在の気候モデルでは、将来の北海道にお

ける線状降水帯の増減までを精度よく予想することま

ではできません。ただ、本州並みの降雨量や降雨パタ

ーンの出現が増えていることは、これまで南の方で起

きていた現象が、北海道にまで北上してきた、との見

方もできます。 

 

６．まとめ 

 

 2014 年の北海道の二つの土砂災害は、宗谷管内の雨

量記録が更新されたり、道央圏で大雨特別警報が発表

されるほどの、数十年に１回規模の大雨によって発生

しました。いずれも線状降水帯を形成し、従来の前線

と台風の組合せによる大雨パターンではありませんで

した。近年、北海道では線状降水帯や短時間強雨の出

現が増加傾向にあり、気候変動下での降雨現象の変化

と考えられます。今回の降雨を特異な事例と捉えるの

ではなく、北海道でも本州並みの豪雨に対する備えが

必要になっていると考えるべきです。 
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図－１１ ＸバンドＭＰレーダー平面 平成 26(2014)年 9 月 11 日 16:30～18:00 

国土交通省北海道開発局提供 
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図－１２ ＸバンドＭＰレーダー断面 平成 26(2014)年 9 月 11 日 左：19:30 右：19:50 

国土交通省北海道開発局提供 
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